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別記様式(第５条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  令和４年第１１回福津市教育委員会定例会 

開 催 日 時 
午前 ９時３０分から 

 令和４年１１月１７日（木） 
午前１０時３５分まで 

開 催 場 所  福津市役所 本館２階大会議室 

委 員 名 

(1) 出席委員 大嶋教育長、半澤委員、今村委員、 

       農﨑委員 

(2) 欠席委員 青木委員 

所 管 課 職 員 職 氏 名 

赤間教育部長、水上教育部理事、石津学校教育課長、

城野教育総務課長、来仙文化財課長、谷口郷育推進課

長、古賀主幹兼指導主事、山根指導主事兼教育指導係

長、石松指導主事兼教育指導係長、鵜根総務企画係

長、川上主事 

会

議 

議 題 

(内 容) 

・日程第 １ 開会の宣言 

・日程第 ２ 会議録署名委員の指名について 

・日程第 ３ 議案第４９号 福津市コミュニティ・

スクール充実・発展に係る小中連携強

化の方策と教育環境整備についての再

諮問について 

・日程第 ４ 議案第５０号 令和４年度一般会計

（教育予算）の補正予算に係る意見の

申出について 

・日程第 ５ 報告 

・教育長の動静報告 

・諸報告 

・日程第 ６ その他 

・今後のスケジュールについて 

・１２月の定例教育委員会の日程につ 

 いて 

１２月２２日（木） 

午前９時３０分から 

会場：福津市役所本館２階大会議室 

・日程第 ７ 閉会の宣言 

公開・非公開の

別 
□公開  □非公開  ■一部公開 
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非 公 開 の 理 由  

傍 聴 者 の 数  ３人 

資 料 の 名 称  

会 議 録 の 作 成 方 針 

□録音テープを使用した全文記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 

会 議 録 署 名 委 員 
大嶋教育長 

農﨑委員 

そ の 他 の 必 要 事 項   

審議内容 (発言者、発言内容、審議経過、結論等) 

 大嶋教育長：皆様おはようございます。 

 教育委員会を開催させていただきます。 

 会議を始める前に配付資料の確認をいたします。 

 鵜根係長、お願いします。 

  鵜根係長：おはようございます。 

 本日は次第のほかに別紙といたしまして、令和４年度福津市

一般会計教育予算の１２月補正予算の概要をお配りさせていた

だいております。こちらは本日の議案第５０号に関連する資料

となっております。 

 このほかに教育委員の皆様のお手元には、「福津市二十歳の

つどい」についての文書をお配りさせていただいております。 

 以上です。 

 大嶋教育長：そろっておりますでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 本日の日程第４、議案第５０号、令和４年福津市一般会計教

育予算の補正予算に係る意見の申出については、市議会で審議

する前の案件になりますので、非公開にすることを諮る予定で

す。この場でお伝えをいたします。 

本日の会議には３名の方から傍聴の申出があっております。 

 福津市教育委員会会議規則第１３条では、会議は公開すると

規定しております。よって、福津市教育委員会会議傍聴人規則

第２条に基づき、本日の会議の傍聴については許可をします。 

 事務局、入室をお願いいたします。 

（傍聴人入室） 
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１ 日程第１ 開会の宣言 

 大嶋教育長：構成委員数５名のうち、ただいまの出席数は４名で、定足数に

達し委員会は成立いたしますので、令和４年度第１１回福津市

教育委員会定例会を開会します。 

 直ちに会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

２ 日程第２ 会議録署名委員の指名について 

 大嶋教育長：日程第２、会議録署名委員の指名を行います。福津市教育委員

会会議規則第１６条の規定に基づき、会議録は私大嶋と農﨑委

員で確認、署名することとします。 

 

３ 日程第３ 議案第４９号 福津市コミュニティ・スクール充

実・発展に係る小中連携強化の方策と教育環境整備

についての再諮問について 
 大嶋教育長：日程第３、議案第４９号 福津市コミュニティ・スクール充

実・発展に係る小中連携強化の方策と教育環境整備についての

再諮問についてを議題とします。 

 事務局に提案理由の説明を求めます。 

 城野教育総務課長。 

  城野課長： 議案第４９号について説明をさせていただきます。 

 教育懇話会の会長宛に諮問するもので、前段部分でこれまで

の経緯を、後段部分で理由を書かせていただいております。 

 教育委員会として、この方針転換に同意できるものではあり

ませんが、これ以上新設校建設を遅らせることは、事態をより

一層厳しい状況とすることが明白であることから、新設校の建

設が小学校１校という条件の中で、福津市コミュニティ・ス

クール充実・発展に係る小中連携強化の方策と教育環境の整備

について、改めて教育懇話会の御意見、御提案を賜りたく再諮

問をするという内容にさせていただいております。 

 審議の期間としては、現在の教育懇話会の方の任期が令和５

年２月２８日までとなっておりますので、審議については来年

２月末までにしていただくというスケジュールで諮問をしたい

と思っております。 

 説明は以上でございます。 

 大嶋教育長：それでは本案に対する質疑を受けます。 

 質疑ございませんでしょうか。 

  今村委員：よろしいですか。 

 大嶋教育長：今村委員、お願いします。 

  今村委員：新設校の建設が小学校１校という条件の中でと書かれています

が、先日開催された総合教育会議では、教育委員会として財政
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面については理解できます。しかし、小学校１校ということに

同意はしかねますということで申し上げたと思うのですが、諮

問では、小学校建設１校という条件と書かれているのですけれ

ども、これは少しおかしいのではないかなという気がするので

すが、その辺りはどうお考えですかね。 

  城野課長：本年の１０月１８日付の文章の中でもそのような方針転換をす

るということが市長から示されておりますし、１１月４日に開

催された総合教育会議においても、市長からそういった市の方

針を示されておりますので、その示された条件の中でやはり考

えていく必要性があるのかなというところで、こういう文章表

記にさせていただいておるところです。 

  今村委員：市長が直接諮問して良いのでしょうか。教育委員会が諮問する

ものではないのですか。市長の方針がそうだから教育懇話会に

諮問するというのは、教育委員会を飛び越えているような感じ

がするのですが、その辺りはどうですかね。 

  城野課長：市長が諮問しているわけではないんですけれども、教育委員会

として市長の方針に対して一旦、方針については確認をしたと

いうところで、その形の中で何ができるのかというのは検討を

進めていく必要性があるのかなと考えているところです。 

  今村委員：市長の考えは確認しましたけど、それを受けて教育委員会で諮

問するかどうかについては決めなければいけないのではないの

でしょうか、筋としてはですね。 

 大嶋教育長：半澤委員、お願いします。 

  半澤委員：私も今村委員が先ほど言われたとおりで、市長からは、予算が

ないので１校分しか予算をつけられませんというお話が１０月

１８日に文書としていただいたわけですけれども、これについ

て総合教育会議で私たちはそういう事実は確認しましたと、た

だ、中学校１校小学校１校が必要なことは変わりませんという

ことを申し上げたと思うんですよね。 

 それから教育懇話会に諮る前に、それを諮るかどうかという

ことを、まず教育委員の意思をまとめるということが先に必要

ではないでしょうか。市長部局と教育委員会は別ですから。 

 ですので、市長が言われたことで、昨年１２月１５日に合意

した小中１校ずつということを翻した結果が通りましたという

ことにはまだなっていない状況なのではないかと思うんですけ

れども、その状況で小学校１校という条件の中で諮問をすると

いうことに疑問を感じますが、いかがですか。 

  城野課長：教育委員会として、この諮問内容で良いのか否かということを

審議していただくというのがまさに本日の議題ですので、委員

の皆様がこういう諮問の形ではなくて別の形での諮問ではない

かということであれば、その御意見をいただきながら、今回議

決をいただけなければまた改めて議案として挙げさせていただ

くということはあるかと思います。 
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  半澤委員：はい。わかりました。 

  今村委員：それと、２月２８日までとおっしゃいましたよね。 

 それで、議会は１１月２２日から始まりますが、もし諮問し

た場合、答申は議会が終わった後にいただいてもよろしいわけ

ですね。 

  城野課長：諮問自体はできるだけ早い時期にしたいと思っておりますが、

委員の方にも審議をしっかりとしていただく必要性があります

し、委員の任期があるので、その期間の中で答申をいただきた

いということで諮問をしたいと考えております。早く審議が進

めば、早く答申が来るというのは事務局としては構わないと考

えています。 

  今村委員：答申をいただく前でも、議会で小学校建設ということは進めら

れるのでしょうか。 

 大嶋教育長：この再諮問については、同意はできないけれども、小学校１校

という示された条件の中でどのようにコミュニティ・スクール

の充実・発展、小中連携強化、教育環境整備に取り組んでいく

かについての再諮問になっておりますので、小学校１校という

方針を踏まえての再諮問ということになるのではないかなと思

います。 

  今村委員：はい。分かりました。 

  半澤委員：只今、教育長がおっしゃったところでは、仮定として小学校の

建設が１校という条件だったらどうかということを一旦問うて

みるという意味で諮問するということですかね。 

 つまり、教育委員会として小学校１校であるということに同

意するというのとは別で、小学校１校のみの場合はどうかとい

うことを聞いてみたいという意味でしょうか。 

 大嶋教育長：再諮問の中にもございますように、これ以上新設校の建設を遅

らせることは実態をより一層厳しい状況とすることが明白であ

ると考えておりますので、一度教育懇話会に諮問した上でどの

ようにしていくか、ということでは、建設が大幅に遅れてしま

うという意味でここに書かせていただいているということでご

ざいます。 

  半澤委員：つまり、小学校１校中学校１校が必要だという考えはそのまま

でということですか。 

 大嶋教育長：そうですね。 

  今村委員：でも、それは矛盾があるんじゃないですかね。小学校１校中学

校１校の考えそのままで変わらないということであれば、この

文章とは相入れないと思いますけどね。条件の中でと書いてあ

るから、完全な方向転換ということですよね。 

  城野課長：一旦は教育懇話会に条件を示さずに諮問をさせていただいて、

少なくとも小学校が１校、中学校が１校という答申を得まし

た。それに基づいて教育委員会として市長に申出を行ってき

て、一旦は小学校１校中学校１校を建てましょうということで
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合意をしたんですけれども、今回市長部局が翻って、小学校し

か建てられませんという条件をつけてこられたわけですよね。 

 それで、前回諮問したときから前提の条件が変わってきてお

りますので、その前提条件が変わったことを付して改めて教育

懇話会の御意見をお聞きするという諮問と思っております。 

  今村委員：諮問に対しての答申がないと小学校１校は建てられないという

ことですかね。 

  城野課長：基本的なスタンスは、小学校も中学校も必要だということで申

出はしていると思うんですよね。 

 それに対して、小学校については予算を計上するという回答

が来ておりますので、小学校は必要ないよというような意見に

教育委員会が翻るということが考えられるということですか

ね。 

 小学校は少なくとも要る。中学校も要るけれども小学校も要

るという申出をしていると考えています。 

 半澤委員：次の議会で新設小学校の予算を通さないと令和９年の開校には間

に合わないという現実がありますよね。 

議会に予算を上げるのに、この諮問に対する答申がその前に

出ていないと駄目ということでしょうか。 

  城野課長：議会と今回の諮問、答申は別のものでございます。 

  半澤委員：例えばこの内容について、このような表記にしていただきたい

ということをここで議論してこれが通らなかったとしても、１

２月に予算を挙げることについては問題ないということです

ね。 

  城野課長：そうですね。 

  半澤委員：分かりました。 

  今村委員：そうしたらこれは議案なので、この場で採決するということで

すね。 

 大嶋教育長：そうですね。 

  今村委員：この諮問の中身について、例えば新設校の建設が小学校１校と

いう条件の中と書いてありますが、例えば、小学校１校または

中学校１校という表現に変えることはできるわけですか。 

 予算の説明を受けて、小学校１校と中学校１校では、中学校

１校では予算が厳しいという財政状況は分かっているんですけ

れども、例えば小学校１校と書いてあるところを小学校１校ま

たは中学校１校と変えることはできるんですかね。 

  半澤委員：今村委員に少し付け加えですけど、例えば小学校を中学校に変

えるとかいうことではないにしても、後発で中学校をどういう

時期に建てていく可能性まで含めて諮問するということは可能

でしょうか。 

 大嶋教育長：市長部局から小学校の予算を計上する形での方針が示されてお

りますので、その方針で教育的見地からより良い教育環境を目

指していく教育委員会としては、予算に関して意見をというと
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ころは少し難しいのではないのかなという気はいたします。 

  半澤委員：つまり、現時点で特に決議はしてなかったんですが、市長の申

出を受けて教育委員会としては、小学校１校を建てるというこ

とに決定したということの理解でよろしいんでしょうか。 

  今村委員：意味はそういうことですよね。 

 大嶋教育長：教育委員会として決まっているということではなくて、小学校

も中学校も必要であるという方針は変わっておらず、両方の建

設に向けて進めていきたいけれども、市長部局からは、小学校

の予算だけを計上するという方針が示されましたので、それに

ついては進めていくという形になるのかなと思います。 

  今村委員：それは教育委員会の意思とは違うことを諮問しなければいけな

いということになりますよね。それは同意しかねると思うんで

すよ。だから、市長部局はそうかもしれないですけど、教育委

員会が教育懇話会に諮問するわけなので、教育委員会の意思と

違ったことを諮問するのはできないんじゃないかなと思うんで

すけど、どうですかね。 

 それで、本日は青木委員も欠席されているので、可能であれ

ば、全員そろっているところでもう一回検討してもよいと思う

んですけど、いかがですかね教育長。 

 大嶋教育長：そうですね。半澤委員の御意見にありましたように、小学校１

校中学校１校、どちらも大事だという認識は変わっていないと

いうことを諮問文の中に盛り込むという形での再諮問という、

御意見がお二人から出ておりますので、青木委員が入られたと

ころでもう一度審議ということも考えられるのかなという気は

いたします。 

  今村委員：ぜひそのようにお願いしたいと思います。 

  半澤委員：教育懇話会の方々がこれを見たときに、教育委員会も小学校１

校ということで進めているんだなという誤解を招きかねない文

章になっているような気がするので、私ももう少し文章を練り

直した上で改めて審議をするのが良いのではないかと感じま

す。 

  農﨑委員：お二人の意見、それから城野課長の御意見、教育長の御意見を

聞いて、確かに小学校１校中学校１校を現在教育委員としては

推していて、小学校もぜひ令和９年度には開校してもらいたい

という気持ちは大いにありますので、可能であれば、ぜひもう

一度文章を練り直してもらいたいなと思います。 

  赤間部長：小学校も中学校も必要だというところは以前からの協議の中で

事務局としても重々承知した上で事務手続を行ってきておりま

す。 

 それで、先の総合教育会議で、それぞれの教育委員さんが発

言された内容をやはりこの諮問文の中にしっかりと反映するこ

とが必要ではないかと思っております。 

 ただ、先月の定例会におきまして、令和９年開校を目指すと
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いうところで、総合教育会議に向けてそれぞれの委員さんが思

いを述べられて、だけどもやはり小学校を間に合わせたいとい

うところから、総合教育会議において小学校１校へ方針を転換

するというところで最後はまとめさせていただいたのかなと

思っております。 

 それで、この後の議案にもございますが、予算を計上する上

でそういったところはしっかりと確認はさせていただきたいと

は考えております。 

 以上でございます。 

 大嶋教育長：そうしたら、この議案については継続審議という形でよろしい

でしょうか。 

  農﨑委員：ぜひお願いします。 

  今村委員：お願いします。 

 大嶋教育長：それでは、改めて青木委員も入っていただいた形で再諮問につ

いては審議をするということとしたいと思います。 

 

４ 日程第４ 議案第５０号 令和４年度一般会計（教育予算）の

補正予算に係る意見の申出について 
 大嶋教育長：日程第４、議案第５０号 令和４年度一般会計（教育予算）の

補正予算に係る意見の申出については、市議会で審議される前

の案件になりますので、非公開とすることを発議いたします。 

 非公開とすることに賛成の委員は挙手を願います。 

（全員賛成） 

 全員賛成ですので、この案件については公開しないことに決

定します。 

 誠に恐れ入りますが、傍聴の方は退室をお願いいたします。 

（傍聴人退室） 

（以下時限非公開部分） 

 日程第４、議案第５０号 令和４年度一般会計（教育予算）

の補正予算に係る意見の申出についてを議題とします。 

 事務局に提案理由の説明を求めます。 

 赤間教育部長、お願いします。 

  赤間部長：それでは、議案第５０号 令和４年度福津市一般会計（教育予

算）の補正予算に係る意見の申出について、説明をいたしま

す。 

 この議案は、福津市議会一般会計の補正予算を１２月市議会

定例会に上程するに当たりまして、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第２９条の規定に基づき、市長から意見の聴取

がありましたので、意義のない旨回答するものでございます。 

 補正予算の内容の詳細につきましては、それぞれ担当課長か

ら説明をさせていただきます。 

 大嶋教育長：石津学校教育課長。 
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  石津課長：それでは、まず学校教育課から説明いたします。別紙の令和４

年度福津市一般会計教育予算の１２月補正予算の概要を御覧く

ださい。 

 まず、学校教育課に係る今回の補正予算では大きく３つの要

因に伴って補正を行っています。 

 まず１つ目が、物価の高騰、電気水道などの使用量の増加な

どに伴って、予算に不足を生じる見込みであるため増額するも

のです。 

 ２つ目が、次年度、令和５年度の児童生徒、学級増に対応す

る物品の購入にかかる費用の増加分の補正に対応するものでご

ざいます。 

 そして、３点目が、その他の要因でございます。その他の要

因に係るもののうち主要なものについて御説明をしたいと思っ

ております。 

 別紙１ページの学校教育課学務係の学校感染症対策事業で

す。この事業は学校において感染症対策、感染症下でも学校経

営を継続するために必要な物品の購入を学校長の判断で行うた

めの費用を補助しているものでございます。 

 この事業は国の補助を受けて実施しております。今回国から

補助の上限を引き上げる旨の通知がありましたので、小学校、

中学校合計で２６６万円を増額することとしております。 

 次に、学校教育課みらい教育係の校務支援システム運用事業

です。校務支援システム運用事業では、学校で利用している校

務支援システムの運用に係る事業を行っておりますが、本年

度、校務支援システムの入替え作業を行っているところでござ

います。今年度予算でシステムとかパソコンの賃貸借期間を本

年１０月からとして予算計上しておりましたが、１月から賃貸

借期間とすることにしましたので、期間が短くなることに伴っ

て減額補正をすることにしております。 

 次に、債務負担行為について説明いたします。債務負担行為

は来年度以降に事業を実施するもののうち、本年度から契約を

行う必要があるものについて挙げているものでございます。主

要なものについて説明をいたします。 

共同調理場調理業務委託料についてです。こちらは津屋崎小

学校の児童生徒数が増加し、学級数も伴って増加することか

ら、共同調理場から食器や食缶などの運搬が現在の回数では運

びきれないため、運搬回数を増やす必要あることから、それに

伴う費用を契約の変更をするための費用を、債務負担行為とし

て計上することといたしております。 

 次に、共同調理場配送トラック購入費です。こちらは現在の

共同調理場で使用している配送用トラックの入替えを令和７年

度に行うようにしておりますが、納品までに２年以上を要する

ため、今年度中に契約を行い令和７年度当初から利用できるよ
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うにするために今年度契約する費用として債務負担行為を計上

しております。 

 次に、ＩＣＴ支援業務委託料です。こちらは学校にＩＣＴ支

援員を配置するための委託料となります。これまでも事業とし

てありましたが、これまでは１年ごとの契約としておりまし

た。しかし、同一の業者が一定程度の期間業務を請け負うこと

によって業務の質が向上し、引いては学校におけるＩＣＴ活用

が進むと考え、令和５年度から令和７年度の３年度間の契約を

行うように債務負担行為を行うこととしております。 

 学校教育課からは以上です。 

 大嶋教育長：はい。では、城野教育総務課長、お願いします。 

  城野課長：教育総務課の分の補正予算について説明させていただきます。 

 まず、総務企画係の予算になりますが、１つ目が、新設小学

校建設事業費、補正額が３８万１，０００円です。これは小学

校建設に当たりまして、地権者との用地売買契約の際に必要な

印紙代を計上させていただいております。 

 ２つ目は、新設小学校建設設計業務委託料、債務負担行為補

正で、２億９１９万円。期間は令和４年から令和６年度とさせ

ていただいております。 

 建設設計業務につきましては、令和５年度の基本設計、令和

６年度に実施設計を実施したいと考えておりますけれども、早

期に事業者の選定を行う必要があるため、令和４年度に債務負

担行為を計上させていただくものでございます。 

 ３つ目は、新設小学校用地購入費、債務負担行為で７億９，

９３０万円を令和４年度から令和５年度で計上させていただい

ております。これは各地権者から用地買収をしてお支払いする

予定の金額になります。契約自体は令和４年度にさせていただ

いて、支払いが令和５年度になる予定でございますので、債務

負担行為での計上とさせていただいております。 

 次に、教育施設係の予算ですが、こちらは既設校へ対応する

ための予算となっております。 

 １つ目は、福間小学校の整備改修事業、補正額が４，７４３

万２，０００円の減額でございます。これにつきましては、福

間小学校の第３教室棟を当初鉄骨造で計画しておりまして、そ

れの設計費用として５，３８４万５，０００円を計上しており

ましたが、設計施工一括のプレハブ造にしたため、設計委託料

を全額減額補正するものでございます。それと併せまして、来

年度からの児童の増加に伴いまして、普通教室の一部を特別支

援学級として使用するための間仕切り等の設置工事をする必要

性が生じましたので、その工事費用として、６４１万３，００

０円を増額補正することとしております。それで差し引きしま

して、４，７４３万２，０００円の減額という形になります。 

 ２つ目は、津屋崎小学校整備改修事業です。これは来年度か
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ら共同調理場の工事を施工することになりますけれども、既存

棟の２階の一部、工事箇所に近い部分の教室で防音対策工事を

施工する必要性が出たため、５９０万７，０００千円を補正計

上するものでございます。 

 ３つ目は、福間中学校整備改修事業です。これは大規模校対

策として日蒔野２号調整池に第２グラウンドを整備するための

工事費用でございます。補正額としましては、１億９５８万

５，０００円となっております。 

 ４つ目は、福間小学校リース校舎賃借料でございます。これ

は債務負担行為で令和４年から令和８年の期間で上げさせてい

ただいておりまして、予定額としましては、３億４，５００万

円でございます。当初福間小学校のリース校舎につきまして

は、令和５年度に建設して令和６年度からの供用開始という予

定にしておりましたけれども、児童生徒数の増加、特別支援教

室の増加ということで、教室が非常に厳しい状況になってまい

りましたので、前倒しをして令和５年度の途中からリースをす

るということに方針転換をしまして、１２月議会に補正計上さ

せていただいているものでございます。 

 ５つ目につきましては、先ほど説明しました福間中学校の第

２グラウンドの整備の費用ですけれども、設計業務に時間を要

したことによりまして年度内に工事が完了することが難しいと

いう判断をしておりまして、予算を全額繰越明許費補正させて

いただいているものでございます。 

 以上です。 

 大嶋教育長：はい。では、谷口郷育推進課長、お願いします。 

  谷口課長：郷育推進課より説明をさせていただきます。 

 まず、郷育推進課公民館係から２件上げさせていただいてお

ります。どちらも債務負担行為でございます。 

 まず、公民館総合管理委託料につきまして、３，５５６万

８，０００円を計上させていただいております。この総合管理

委託料というのは、公民館の受付業務、それから、保安業務、

施設整備などを一括して予算計上するものでございます。 

 それから、公民館の空調用の灯油購入費、こちらも４月から

７月分に関しまして債務負担行為を組ませていただいておりま

す。 

 続きまして、郷育推進課図書館管理係から３件計上させてい

ただいております。 

 まず、１点目、図書館施設管理費につきまして、３６万２，

０００円の補正額を組ませていただいております。こちらが電

気料金の補正になるんですが、現在の予算残額と比較して今後

の電気代の支払いに関しまして不足が生じる可能性が考えられ

るということで、その分の差額を補正計上するもので、電気代

が上がっているということが要因と考えられますので、その不
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足分を補正計上するものでございます。 

 それから、後ほど説明させていただきますが、本来今年度エ

レベーターの更新工事を行う予定だったのですが、エレベー

ターの入札を行ったところ、工期不足ということで入札が不調

になりましたので、現行のエレベーターをもう少し延長して使

うこととし、その分の保守委託料を計上する必要が生じました

ので、保守委託料をその分計上させていただきます。 

 それから、空調に関しましては先ほどの公民館と同様の理由

となります。 

 最後に、図書館改修事業について、先程説明させていただき

ましたが、図書館エレベーターの更新工事、今年度入札が不調

になりましたので、その分を来年に繰越いたしまして、来年入

札をかけるということでございます。 

 説明は以上で終わります。 

 大嶋教育長：はい。では、来仙文化財課長、お願いします。 

  来仙課長：続きまして、文化財課から説明させていただきます。 

 全部で２件でございます。 

 まず１件目は、発掘調査重機等賃貸借料、支出予定額１，１

８２万１，０００円を債務負担行為の補正を行うものでござい

ます。これは、埋蔵文化財の発掘調査で使用する重機を借りる

ための単価契約でございます。４月１日に業務が発生する可能

性があるため補正計上するものでございます。 

 続きまして２件目は、新原・奴山古墳群周辺水質等検査業務

委託料の支出予定額４０万円でございます。同じく債務負担行

為を補正するものでございます。これは、新原・奴山古墳群周

辺の水路などの水質調査を行う業務を、ほかの業務とまとめて

うみがめ課が発注委託契約するものでございます。他箇所にお

きまして、年度明けてすぐに検査を実施しなければいけない箇

所があるため補正計上させていただいております。 

 以上でございます。 

 大嶋教育長：はい。それでは、本案に対する質疑を受けます。ございません

でしょうか。 

  今村委員：１つよろしいでしょうか。 

 大嶋教育長：今村委員、お願いします。 

  今村委員：文化財課にお尋ねです。水質検査ということですけど、この水

路の水質検査は何のためにされるんですかね。この必要性とい

うのはどういったものなのでしょうか。 

  来仙課長：もともとは、新原・奴山古墳群史跡地内で民間事業者が産業廃

棄物処理施設を操業されていました。世界遺産に登録される

際、地元の方々は産業廃棄物処理施設ということで周辺の環境

に影響がないかという懸念を持っておられました。それで、水

路と近隣の土壌とあと井戸水の検査を定期的に行って、地元の

方にお知らせをしているという状況でございます。 
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 以上でございます。 

  今村委員：では古墳の保存そのものには直接は関係ないわけですね。 

  来仙課長：おっしゃっていただいたとおりで、古墳だからとかということ

ではなくて、今までの経緯の中で地元の方々の安心面というと

ころで実施させていただいている状況でございます。 

  今村委員：地元の方の要望もあったということですね。 

  来仙課長：はい。 

 大嶋教育長：よろしいでしょうか。 

  今村委員：はい。 

 大嶋教育長：ほかはございませんでしょうか。 

  今村委員：もう１つよろしいでしょうか。 

 大嶋教育長：今村委員、お願いします。 

  今村委員：先日の津屋崎小学校の学校訪問で、トイレのことをお聞きした

ら、まだ和式だということで校長先生が非常に困ってらっ

しゃったんですけど、現在順番に改修していると思うんです

が、津屋崎小学校のトイレの改修工事はいつ実施される予定と

なっているのでしょうか。 

  城野課長：おっしゃっていただいているように現在順番で改修する計画は

しておりますが、計画表が手元にないので、改めて何年度かと

いうことは御報告いたします。 

  今村委員：分かりました。 

 和式に慣れていない子がいるからちょっと困っているという

ことを校長先生からお聞きしたのでお尋ねしました。 

 大嶋教育長：トイレ改修については順番に工事していっておりますが、でき

るだけ早く全学校のトイレ改修を進めていきたいと思っており

ます。 

 ほかはございませんでしょうか。 

  今村委員：これ採決の方法としては一括採決なのでしょうか。 

 大嶋教育長：一括です。 

  今村委員：各課、各係で予算の中身が違うので、できれば課や係ごとで、

分けていただけたらと思います。 

 例えば、教育総務課教育企画係から新設小学校の建設事業費

が提案されていますが、この予算は中学校ではなく、小学校１

校という方針でもうＧＯサインが出ているんだという感じがす

るので、私としては、小学校も必要なのでこの予算自体に関し

ては特に反対ではありませんが、この部分は小学校１校で進め

るＧＯサインが出ていて、もう動いているなという感じがする

ので、その点は少し引っ掛かります。だから、採決はやはり

別々にするべきだと感じます。 

 大嶋教育長：この教育予算補正予算に係る意見の申出については、一括で採

決させていただければと思います。 

  今村委員：一任します。 

 大嶋教育長：ではほかにないようですので質疑を終結します。 
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 これより議案第５０号を採決します。 

 議案第５０号は原案のとおり承認することに賛成の方は挙手

を願います。 

（賛成多数） 

 賛成多数であります。したがいまして、日程第４、議案第５

０号 令和４年度福津市一般会計（教育予算）の補正予算に係

る意見の申出については、原案のとおり承認されました。 

 非公開とする案件は以上となりましたので、事務局、傍聴人

の入室をお願いいたします。 

（時限非公開部分終了） 

（傍聴人入室） 

 

５ 日程第５ 報告 

 大嶋教育長：日程第５、報告に移ります。 

 １つ目の報告ですが、今村委員並びに半澤委員から辞職届が

提出され、受理をいたしました。そのため、改めて臨時教育委

員会にてこの案件についての審議を行うことといたしますの

で、御報告をいたします。 

  今村委員：では、その報告についてよろしいでしょうか。 

 大嶋教育長：はい。 

  今村委員：只今、教育長から私の辞職願について、臨時教育委員会の開催

のご報告がありました。そのことについて一言申し上げたいと

思います。 

 学校建設に関しては４年近くにわたってあまたの協議を経て

きました。 

 まず、令和元年の１２月に庁議で、竹尾に５－４制の小中一

貫校を建設すると決定しました。しかし、一部の議員さんや団

体の反対に押されて、市長は取消しを行いました。 

 この５－４制については、当時の教育長や教育懇話会の会

長、事務局が京都の先進校を視察して十分に検討し、財政難と

過大規模校を解決するベターな案として提示し決定したもので

す。取り消したことについて市長は次のように述べています。

庁議で決定したことを取り消すことは特に問題はないと、それ

と、この後は市民の皆さんの判断や協力を仰いでやっていきた

いと、それと、公務員の方に関しては民意を読まない最大の組

織となっていて、おかしな方向に突き進んでいるとまでおっ

しゃっています。 

 そういった市長の考えで竹尾案は白紙となりました。再検討

しなさいということでしたので、その後２年間、１５余りの案

を検討してきたわけです。 

 小学校のみ、小中それぞれ１校ずつ、中学校のみ。それで、

場所もいろいろな地域を検討していきました。もちろん建設費
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も含めてですが、事務局の方は大変な労力を費やしていると思

います。２年近く本当にさまざまな案を検討してきました。 

 それで、市長自身のお考えも、建設地が手光の案だったり小

学校のみの案だったりして、恐らく揺れ動いてきたと思いま

す。 

 そして、総合教育会議でようやく市長と教育委員会が昨年の

１２月、小中１校ずつ、建設地は四角と宮司ということで合意

をしました。 

 しかも、市長は合意したことを翌年の福津市の広報に掲載さ

れました。 

 これは市民の皆さんに公約したことと同じではないでしょう

か。 

 それを今回また撤回しているわけです。あまりにも安易過ぎ

ると思います。 

 そして、今回提案されたのは小学校１校のみの新設という案

です。 

 財政状態が厳しいという理由ですが、それは最初から分かっ

ていたはずです。だから、竹尾案を提案したんですが、市長は

強い反対があればその意見に流され、財政が厳しければそれを

理由にされます。財政が厳しいという理由は理解できますが、

小学校１校のみではとても中学校の教育機会均等を十分に保障

できるとは言えないと思います。特に中学校の過大規模は全国

一となり、その状況は、教育委員会として到底認めることはで

きません。財政が厳しければ、なぜ市長は県や国に働きかけて

子どもたちの教育のために動かないのでしょうか。 

 教育委員会の事務局も、異動させて小学校１校でよいという

意見になるように人事を行っているようにも思えます。 

 先ほど申しましたように、令和元年に公務員が民意を読まな

いおかしな方向に向かっていると発言しています。この発言は

非常に私的ですし、自分の意見に沿うような私的な人事をして

いるようにも思えます。 

 まさに市長の教育行政への介入だと思います。 

 教育委員会としては、行政からの中立性・独立性に基づいて

慎重に検討を重ねてきました。それにもかかわらず、庁議決定

や総合教育会議での合意が二転三転と軽く翻されています。教

育の中立性・独立性を侵害する市長の政治姿勢に怒りさえ覚え

ます。 

 しかしながら、教育委員会には予算の執行権はありません。

建設するＧＯサインを出す権限と責任は市長にあります。その

ＧＯサインは出さないで検討は教育委員会にさせる。諮問機関

にも検討させる。それで、検討して合意した総合教育会議の決

定は翻す。これでは、教育委員会としての責任は持てないと思

いました。 
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 このまま現在の市長の下では、私は教育委員としての市民の

負託に答えられないと思いますので、辞職をさせていただきま

す。 

 以上が辞職の理由です。 

  半澤委員：では私からも理由を述べさせていただきたいと思います。 

 只今、経緯につきましては今村委員から説明がありましたの

で省かせていただきます。 

 私は、４年半教育委員として務めさせていただいているんで

すけれども、その４年近くは新設校問題に取り組んできまし

た。 

 昨年の１２月１５日の総合教育会議で小中１校ずつという方

針で市長と合意したときに、本当に胸をなでおろして、ああよ

かったなあと、本当は３校必要で、決まったのは２校分だけれ

ども、それでもやっと前に動き出したなとすごくうれしかった

のを覚えています。 

 今年の１０月１８日に突然市長から文書で、申出に対する回

答という名の通告が届き、その中には財政的な理由から１校分

の予算しかつけられないということ、校種は小学校だというこ

とが書かれてありました。 

 教育委員会としては、小学校１校中学校１校をずっと主張し

てきたのに、最終的な予算権は市長にあるので、これは市長の

権限と責任において中学校に予算をつけないということが明ら

かになったんだなと感じました。 

 令和３年９月１３日付の教育懇話会の答申から抜粋ですが、

「市の小中学校が抱えている課題を踏まえると、その解消のた

めには中学校と小学校が少なくとも１校は必要であり、特に中

学校の建設は不可欠であること。」という文章があります。 

 教育懇話会というのは市民の代表の方たちの集まりですか

ら、そういう方たちが話し合ったことをまとめて答申として頂

いているわけで、これは正式な手順を踏んで出てきているわけ

です。ですので、私たちはこの答申を基盤として、福津市での

教育体制はどうしたら良いのか、どう整えたら子どもたちが

しっかりとした学習環境で教育を受けることができるのかとい

うことをさんざん考えてきたわけですよ。 

 それが蓋を開けたら、お金がなかったので中学生は我慢して

くださいということじゃないですか。 

 最初からお金がないということは大体分かっていましたよ

ね。１年弱の間一体何をしてきたんですか。それまでの間に財

政を増やす努力をされたんですか。これからの財政見通しの中

に、これから先努力する分は含まれているんですか、というこ

とを強く疑問に思いました。これからもそのためにもっとでき

ることがないか、あるんじゃないのかなと、まずそこに納得が

いかないということが１つ。 
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 １校分の予算しかないという現実は百歩譲って理解はできま

す。しかし、なぜそこで小学校という校種の指定まで市長がさ

れるんだろうかということがもう一つのすごく疑問に思う点で

す。 

 教育委員会の管轄でその校種、どのように教育をするかとい

うのは諮られるべきなんじゃないか、１校分の予算しかないか

ら、じゃあどんな校種が良いですかと言われるんだったら納得

がいくんですが、予算は１校分しかないので中学校は再編すれ

ば良いから小学校新設するという、その結果を受け入れること

もとても拒絶反応がありました。 

 本来はそれ相応の手順を踏んで決定されるべきものが、いつ

の間にか変更されてしまっているという現実が、やはり副市長

不在によって現在市長に対して対等にものを言える立場の人が

いないという現実がおかしいなと感じますし、権力の偏りも感

じます。 

 前回の総合教育会議でそういう点をもっと強く言うべきだっ

たし、それが言えなかった自分にも腹が立っています。 

 ここ数年の間に小学校の必要性が高まったことは理解してい

ます。 

 どこに何が建つかということに対する答えは１つではない

し、どこに何を建ててもその利益を享受できなかった地域の人

の不満があろうということも分かります。この１年間進めてき

た用地確保や基本計画を、今から白紙に戻すということは、令

和９年開校を遅らせることにつながり、人的にも金銭的にも時

間的にもそれだけは避けたいという、教育長や事務局の方々の

そういう熱い思いも必死の思いも理解しています。間近で見て

いるからですね。 

 だから、小学校建設を止めたいとか反対するということでは

ないんですね。 

 でも、今回の決定は予算権を持っている市長が１校分の予算

しかつけないと判断したことであって、私はその事実を厳粛に

受け止めています。 

 ただ、私はこの４年間中学校の建設を訴え続けてきました。

だから、現状が小学校１校のみの新設となったことについて

は、受け入れることはできないし、教育委員として力不足も感

じています。このまま小学校建設に流されて、その先を一緒に

考えていくというのは私の信念を曲げることになるので、新し

い方にお譲りして、良い学校を建てていただければよいかなと

感じました。 

 今回辞職させていただくとともに、現在の在り方に疑問符を

投げかけたいなと思っています。 

 以上です。 

 大嶋教育長：はい。お二人の委員さんから辞職届を提出していただいた理由
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を述べていただきました。 

 では、次の報告にまいりたいと思います。 

 教育長の動静報告となっております。 

 １０月２８日金曜日から１１月１６日水曜日までの動静を挙

げていただいております。 

 何点か説明をいたします。 

 １１月８日の火曜日に、令和５年度児童生徒支援加配実施に

関する合同ヒアリングを宗像地区の小中学校の新規児童生徒支

援加配継続配置要望校と新規配置要望校が集まりまして合同ヒ

アリングを行っております。 

 その中で各小中学校の児童生徒支援加配の必要性についての

お話で、どの学校につきましても現在の児童生徒についての大

きな課題として、やはり不登校を挙げておられまして、不登校

に対する取組をしっかりと行いながら、またさらにそれを充実

させていく、課題解決していくために、児童生徒支援加配を要

求していく、要望していくという話でございました。 

 それから、１１月９日水曜日の令和４年度福岡地区小学校国

語教育実践交流会（糟屋大会）に行っておりますが、各福岡教

育事務所管内の各地区の授業実践交流会というのがございまし

て、その中で福間南小学校の先生が実践発表されましたので、

その場に行かせていただいております。 

 それから、最後に１１月１１日金曜日、文部科学省表彰がご

ざいました。これは長年の学校給食と食育に対する取組で、栄

養教諭の大江久美子先生がめでたく文科省から表彰されました

ので、本来は国で受賞ということですけど、コロナの関係で福

岡教育事務所から永松指導主事と折居主幹指導主事兼社会教育

室長がいらっしゃいまして、表彰式を行っているところでござ

います。 

 何か質問ございませんでしょうか。 

  今村委員：１つ質問よろしいでしょうか。 

 大嶋教育長：今村委員。 

  今村委員：１１月６日のリチャリー・ジャパンツアーというのはどのよう

な内容ですかね。 

 大嶋教育長：これは、南米の文化交流プロジェクトの中の一環として、ペ

ルーの音楽家の方が福津市にいらっしゃって、公演をカメリア

ホールで行われました、福津市としてもそれを応援する形で、

私が市長に代わりまして御挨拶をさせていただいたということ

でございます。 

  今村委員：分かりました。ありがとうございました。 

 

６ 日程第６ その他 

 大嶋教育長：それでは、日程第６、その他の事項について、事務局から説明
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をお願いします。 

 鵜根係長、お願いします。 

  鵜根係長：今後のスケジュールについて御説明をさせていただきたいと思

います。 

 教育委員の皆様に関わる部分を御案内させていただきます。 

 まず、１１月１９日土曜日、勝浦小学校にてマル勝まつり。

それから、福間小学校にて文化祭が開催されます。 

 １１月２６日土曜日、上西郷小学校にて文化祭が開催される

予定となっております。 

 福間小学校と上西郷小学校の文化祭につきましては、先日委

員の皆様には御案内文書をお渡しさせていただいております。 

 それから、１２月２２日木曜日の午前９時半から教育委員会

定例会を開催いたします。会場は市役所本館２階の大会議室と

なっております。 

 それから、臨時教育委員会の開催についてですが、日程につ

きましては別途調整をさせていただきたいと考えておりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

７ 日程第７ 閉会宣言 
 大嶋教育長：それでは、日程第７、以上で本日予定されていました議事日程

は全て終了しましたので、これで令和４年第１１回福津市教育

委員会定例会を閉会します。 

 ありがとうございました。 
 


